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今
が
正
念
場
「
大
野
油
坂
道
路
」

永
平
寺
大
野
道
路
の
現
状

別
冊
「
み
っ
け
」
9
ペ
ー
ジ
で
は
広
報
紙
に
関
す
る
緊
急
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

カタクリ咲き誇る

　

清滝区にある清滝神社南側の斜面

に、カタクリの花が咲き誇っていま

した。鮮やかな紫色が訪れる人の心

を和ませます。

（4月12日撮影）

広報紙の概要（携帯版）

http://www.city.ono.fukui.jp/mb/m-index.html



今
が
正
念
場

「
大
野
油
坂
道
路
」

国が「道路整備計画」作成中

　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
は
一
般
国
道
1
5
8
号
の
自
動
車
専
用
道
路

で
す
。
国
で
は
今
年
中
に
道
路
整
備
に
関
す
る
中
期
計
画
を
作
成
。

こ
の
計
画
に
中
部
縦
貫
自
動
車
道
・
大
野
油
坂
道
路
が
盛
り
込
ま
れ

る
か
ど
う
か
、
ま
さ
に
今
が
正
念
場
で
す
。

　

市
で
は
「
真
に
必
要
な
道
路
」
と
し
て
早
期
整
備
を
国
に
求
め
て

い
ま
す
。
今
こ
そ
地
元
の
熱
意
を
強
く
示
し
ま
し
ょ
う
。

整備開通の効果

●近隣都市との距離が近くなります

　

中京圏や関東圏を最短距離で結ぶ道路であるため、名古屋や岐阜

県など、これまで以上に短時間で気軽に行くことができます。

●安全な道路が得られます

　

国道158号は険しい山間を走り急カーブや幅の狭い区間が多く、

災害の影響を受けやすい道路です。大野油坂道路が開通すると、

国道158号が通行止めになったとしても、代替道路として通行

することができます。

●緊急時の不安が解消されます

　

救急救命や災害時でも安心して通行できる道路となります。

●地域の活性化が図られます

　

福井県の東の玄関口として中京圏や関東圏からの観光交流人口の

増加や農林産物、各種地場産業などの活性化が見込まれます。ま

たその経済効果は計り知れないものがあります。

唯
一
の
生
活
道
路

　

市
街
地
か
ら
油
坂
峠
ま
で
を
結

ぶ
国
道
1
5
8
号
（
約
四
五
キ
ロ
）

は
、
春
は
桜
や
新
緑
、
秋
は
紅
葉

な
ど
、
四
季
折
々
の
景
色
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
道
路
で
す
。

　

し
か
し
、
大
雨
、
台
風
な
ど
の

災
害
時
や
降
雪
時
に
し
ば
し
ば
土

砂
崩
れ
や
雪
崩
が
発
生
し
、
通
行

止
め
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平
成
十
一
年
か
ら
の
七
年
間
に
災

害
に
よ
る
通
行
止
め
は
十
五
件

（
延
べ
四
十
四
日
間
）
、
八
年
か

ら
の
十
一
年
間
で
発
生
し
た
交
通

死
亡
事
故
は
十
四
件
で
、
十
八
人

の
方
が
尊
い
命
を
亡
く
し
て
い
ま

す
。
ま
た
平
成
十
八
年
豪
雪
で

は
、
長
野
地
係
で
発
生
し
た
雪
崩

で
橋
げ
た
が
ず
れ
て
十
五
日
間
通

行
止
め
と
な
る
な
ど
、
危
険
と

整備計画への格上げを目指す大野油坂道路区間



明日へつながる、
未来へつながる 中部縦貫自動車道

隣
り
合
わ
せ
の
道
路
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

和
泉
地
区
民
に
と
っ
て
は
唯
一

の
生
活
道
路
で
す
。
安
全
で
安
心

し
て
走
る
こ
と
が
で
き
る
道
路
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

永
平
寺
大
野
道
路
の
現
状

　

も
う
一
方
の
永
平
寺
大
野
道
路

（
福
井
大
野
間
二
六
．
四
キ
ロ
）
は

平
成
二
年
十
一
月
の
整
備
計
画
策
定

後
、
用
地
買
収
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
今
年
二
月
末
現
在
の

用
地
買
収
率
は
約
八
七
％
（
大
野

管
内
で
は
八
八
％
）
。
永
平
寺
町
、

勝
山
市
で
の
早
期
整
備
と
、
一
日

も
早
い
市
内
で
の
工
事
着
手
が
待

た
れ
て
い
ま
す
。

問
幹
線
道
路
課
幹
線
道
路
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
7
1
）

市長コメント

　

同自動車道は、福井県と中京および関東

を最短距離で結ぶ主要な幹線道路で、医療

面などの地域間の連携強化をはじめ、観光

振興、産業経済の発展に大きく寄与するも

のであり、「真に必要な道路」として早期

の全線整備が望まれています。今回の永平

寺西インターチェンジから永平寺東インタ

ーチェンジ間の開通は、沿線市町にとって大きな喜びでありますが、こ

れを契機に一日も早い福井、大野間の全線開通と大野、油坂峠間の整備

促進を図らなければなりません。

　

今後も大野市では、国、県と一丸となり、中部縦貫自動車道の早期完

成に向けた整備に必要な財源の確保と、より一層の整備促進に取り組ん

でまいりますので、皆様のご支援とご協力をお願いいたします。

整備促進に弾み「永平寺西－東間」開通

　

中部縦貫自動車道「永平寺大野道路」の永平寺西インター

から永平寺東インター間約1．6キロが3月17日に開通し、開通

区間は越坂トンネル区間を含め約3．4キロとなりました。

　

開通式には福井県知事や地元選出の国会議員をはじめ、福

井市、大野市、勝山市、永平寺町の沿線首長、地元住民代表

など、約200人が参加しました。

永平寺大野道路（約26．4キロ）の整備区間 約200人が参加して行われた開通式

アンケートに協力を

　

国土交通省では、中期計画を作成するにあ

たってアンケートを実施しています。ホーム

ページでも回答することができますので、ご

協力をお願いいたします。

アンケート設置場所市役所、道の駅「九頭竜」

※ホームページでも回答できます

http://www.douro-keikaku.jp/

締切7月31日（火）（郵送の場合、必着）

問国土交通省道路局中期計画作成担当

（TEL03・5253・8111内線37384）



越
前
お
お
の
食
育
推
進
計
画
策
定

み
ん
な
で
食
守
！

笑
顔
で
い
た
だ
き
ま
す

　

国
の
食
育
基
本
法
は
食
育
を
生
き
る
上
で
の
基
本
と

位
置
付
け
て
い
ま
す
。
施
行
を
受
け
て
市
で
は
こ
れ
ま

で
小
中
学
校
で
の
授
業
や
地
域
で
の
栄
養
指
導
な
ど
で

行
っ
て
き
た
食
に
関
す
る
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
る

た
め
基
本
理
念
を
「
食
守
」
と
す
る
「
越
前
お
お
の
食

育
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

食
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
健
康
や
食
文
化
を
守
る
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
環
境
や
産
業
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
食
守
を
正
し
く
理
解
し
食
育
し
ま
し
ょ
う
。

●
「
食
守
」
と
は

　

市
民
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
、

生
産
者
、
行
政
な
ど
食
育
を
進
め

る
担
い
手
に
よ
り
食
を
守
り
、
食

に
よ
っ
て
健
康
な
身
体
や
伝
統
な

ど
を
守
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方

に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　

食
を
守
る
担
い
手
は
多
種
多
様

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
分

担
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
実
践
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
市
民
食
を
守
る
強
い
担
い
手
と
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
や
場

所
を
利
用
し
て
実
践

・
家
庭
家
庭
生
活
や
家
庭
教
育

を
通
し
た
継
続
的
な
取
り
組
み

・
地
域
地
域
特
有
の
食
文
化
の

普
及
と
次
世
代
へ
の
伝
承

・
学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
園
食

事
を
は
じ
め
、
子
供
た
ち
自
ら

が
食
を
考
え
る
習
慣
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
料
理
や
農

業
体
験
な
ど
の
取
り
組
み

・
生
産
者
、
食
品
関
連
業
者
安

全
・
安
心
な
食
べ
物
や
地
元
食
材
の

提
供
、
体
験
の
場
の
提
供

・
行
政
教
育
・
健
康
・
福
祉
・

産
業
な
ど
各
分
野
の
取
り
組
み

推
進
と
連
携
、
活
動
へ
の
支
援

●
概
要
版
を
全
戸
配
布

　

市
で
は
計
画
の
概
要
を
ま
と
め

た
冊
子
を
作
製
し
全
戸
に
配
布
。

食
守
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
い

食
育
を
実
践
し
て
も
ら
う
た
め
具

体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

問
産
業
政
策
課
政
策
推
進
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
9
2
）「食守」推進の基本目標

食を守る
「みんなで食守！笑顔でいただきます」

運動の推進

市民一人ひとりが「食育」を考える機会を提

供します。

食で守る
規則正しい食生活習慣の定着

規則正しい食生活習慣を身に付ける取り組み

を、子供から高齢者まで全ての人が行うべき

重点項目として取り組みます。

伝承料理など、食文化の普及と伝承

地方に伝わる郷土料理や行事食などには固有

の意味があり、地域の食文化やその歴史につ

いて学んでいくことは大切なことです。子供

たちの体験や交流などを通して、伝承料理な

どの食文化の普及と伝承に取り組みます。

感謝の心を育む

　

自然や生産者への感謝の心や食を大切にす

る心を育て、合わせて自然環境の保全や環境

調和型農業の推進に積極的に取り組みます。



特産物のサトイモ（右）と
穴馬スイートコーン（上）

経営安定に向け法人を設立

農事組合法人

グリーンコーポ麻生嶋

代表理事組合長

竹田善和さん

　

下麻生嶋区では、農事組合法人グリーンコーポ麻

生嶋を設立し、水稲、麦、ソバとを組み合わせるこ

とで経営の安定化を図っています。将来、専従職員

が確保できたら、有機農産物や地区独自の農産物な

どにも取り組みたいですね。今の若い世代が担い手

となる10年後、20年後の農業経営の受け皿の一つと

なれるようにしていきたいです。

国
の
農
業
政
策
転
換
に
対
応

新
ビ
ジ
ョ
ン
で
特
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど

　

四
月
か
ら
国
の
農
業
政
策
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

市
で
は
新
た
な
政
策
へ
の
対
応
や
市
政
の
柱
と
な
る
「
越

前
お
お
の
元
気
プ
ラ
ン
」
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
十
五

年
に
策
定
し
た
「
お
お
の
型
食
・
農
業
・
農
村
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
見
直
し
ま
し
た
。
新
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
市
の
農
業
・

農
村
全
体
を
「
越
前
お
お
の
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
確
立
す

る
こ
と
を
基
本
理
念
に
、
大
野
の
農
業
が
持
続
的
に
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

集
落
営
農
推
進
な
ど

　

国
は
農
作
物
ご
と
の
価
格
に
着

目
し
た
経
営
所
得
対
策
か
ら
、
経

営
全
体
の
所
得
に
着
目
し
た
対
策

に
転
換
。
ま
た
担
い
手
中
心
の
構

成
へ
と
再
編
す
る
た
め
、
農
業
生

産
法
人
な
ど
一
定
の
条
件
を
備
え

る
集
落
営
農
を
対
象
に
経
営
所
得

対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

市
で
は
ビ
ジ
ョ
ン
改
訂
の
中
で

次
の
五
つ
の
基
本
方
針
を
柱
と
し

国
の
政
策
に
沿
っ
た
担
い
手
を
育

成
し
ま
す
。

▼
環
境
に
調
和
し
た
農
業
の
推
進

▼
農
産
物
の
総
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

▼
魅
力
あ
る
「
大
野
の
食
」
の
提
供

▼
多
様
な
担
い
手
の
確
保
と
育
成

▼
快
適
な
農
村
形
成
と
都
市
と
の

　

交
流

特
産
物
に
独
自
支
援

　

当
市
の
特
産
物
や
有
機
栽
培
な

ど
付
加
価
値
の
高
い
農
作
物

の

振
興
を
図
る
独
自
の
施
策
を
導
入
し
、

ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

▼
有
機
農
業
な
ど
環
境
に
調
和
し

て
生
産
さ
れ
た
米
を
「
越
前
お

お
の
米
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
米

に
位
置
付
け
、
売
れ
る
米
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

▼
特
産
物
で
あ
る
サ
ト
イ
モ
や
穴

馬
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
な
ど
は
、

意
欲
あ
る
兼
業
農
家
が
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
独

自
の
支
援
奨
励
策
を
展
開
し
ま

す
。

▼
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
の
加

工
品
開
発
を
促
進
し
、
新
た
な

越
前
お
お
の
ブ
ラ
ン
ド
を
開
発

し
ま
す
。

▼
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
農
産
物

を
販
売
す
る
直
売
シ
ス
テ
ム
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用

し
た
販
売
、
海
外
市
場
も
視
野

に
入
れ
た
販
路
開
拓
な
ど
を
展

開
し
ま
す

推
進
委
員
会
を
設
置

　

ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
着
実
な
推
進

を
図
る
た
め
、
越
前
お
お
の
型
農

業
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
個
人

の
認
定
農
業
者
の
数
を
四
十
八
人

に
増
や
す
な
ど
平
成
二
十
三
年
の

目
標
数
値
に
向
け
た
達
成
状
況
を

検
証
し
ま
す
。

　

ま
た
当
市
の
農
業
の
将
来
の
た

め
に
、
中
・
長
期
的
な
視
点
か
ら

農
家
の
下
支
え
と
な
る
組
織
の
設

立
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
農
林
振
興
課
生
産
振
興
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
1
4
）



名水百選「御清水」

「
大
野
市
名
水
を
活
か
し
た
水
先
案
内
実
行
委
員
会
」
結
成

名
水
P
R
で
観
光
誘
客

　

市
内
に
は
、
名
水
百
選
「
御
清

水
」
に
代
表
さ
れ
る
湧
水
地
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
名
水
の
ま
ち
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
み

そ
や
し
ょ
う
ゆ
、
地
酒
、
豆
腐
な

ど
、
名
水
が
も
た
ら
す
特
産
品
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
名
水
を
活
用
し
、
県

内
外
か
ら
の
観
光
誘
客
を
進
め
る

た
め
、
地
域
住
民
や
行
政
、
大
野

商
工
会
議
所
、
大
野
市
観
光
協
会

な
ど
の
業
界
団
体
が
参
加
し
、

昨
年
十
二
月
に
「
大
野
市
名
水
を
活

か
し
た
水
先
案
内
実
行
委
員
会
」

を
結
成
し
ま
し
た
。

　

会
で
は
こ
の
「
誇
れ
る
名
水
」

を
活
用
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

特
産
市
開
催
な
ど

　

J
R
越
美
北
線
の
全
線
開
通
に

合
わ
せ
、
六
月
三
十
日
、
七
月
一

日
の
両
日
、
越
前
大
野
駅
前
で
名

水
特
産
品
を
一
堂
に
集
め
た
物
産

市
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
次

の
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
湧
水
地
の
整
備

　

県
が
認
定
す
る
、
「
ふ
く
い
の

お
い
し
い
水
」
に
も
選
ば
れ
た
、

石
灯
籠
会
館
、
本
願
清
水
、
御
清

水
を
地
元
住
民
の
協
力
の
も
と
、

周
辺
の
景
観
を
整
備
し
、
癒
し
の

空
間
を
創
出
し
ま
す
。

◆
名
水
ツ
ア
ー
の
実
施

　

旅
行
会
社
が
企
画
す
る
既
存
の

観
光
ツ
ア
ー
に
、
名
水
ス
ポ
ッ
ト

を
取
り
入
れ
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を

実
施
し
、
関
西
、
中
京
方
面
か

ら
観
光
客
を
誘
客
し
ま
す
。

◆
新
し
い
特
産
品
の
開
発

　

全
国
に
強
く
P
R
で
き
る
、
名

水
を
活
用
し
た
特
産
品
の
開
発
に

取
り
組
み
ま
す
。

◆
名
水
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

　

名
水
を
活
か
し
た
特
産
品
の
う

ち
、
優
れ
た
商
品
の
認
証
制
度
を

設
け
、
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
普
及

し
ま
す
。

◆
名
水
体
験

　

夏
の
暑
い
時
期
、
打
ち
水
を
街

頭
で
行
い
、
気
温
を
下
げ
る
効
果

を
調
査
し
ま
す
。

◆
名
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

　

本
年
秋
に
「
名
水
の
ま
ち
」
を

全
国
に
P
R
す
る
た
め
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

※
各
活
動
は
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、

広
報
お
お
の
な
ど
で
周
知
し
て

い
き
ま
す

問
総
合
政
策
課
地
域
政
策
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
3
1
）

ロゴマークの愛称募集

　

実行委員会では、名水の水滴をイメージしたロゴマークを作

成しました。今後の活動や、名水特産品などに使用します。今

回、ロゴマークの愛称を募集します。

◆応募資格市内に在住または通勤している方、または大野出身者

◆応募方法任意の用紙に住所（または職場、出身地）・氏名・

電話番号を記入し、封書、ファクスまたはＥメー

ルで。ただし応募1点につき、用紙1枚かＥメー

ル1通とします

◆応募締切5月31日（木）

◆賞品最優秀作品1点には

名水特産品セット

◆審査・発表6月中に審査委員会を

開催し決定、6月30日

に発表します。

◆問総合政策課地域政策係（TEL66・1111内線431FAX66・8371）

〒912-8666大野市天神町1－1

Ｅメールsosei@city.fukui-ono.lg.jp



越
前
お
お
の
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
策
定

も
て
な
し
の
心
で
「
喜
び
」
「
満
足
」
「
感
動
」

　

市
が
誇
る
自
然
環
境
、
歴
史
、
文
化
、
伝
統
な
ど
の
観
光
資
源
の
魅
力
を
最
大
限

に
生
か
す
た
め
、
も
て
な
し
の
心
の
提
供
を
基
本
理
念
と
し
た
「
越
前
お
お
の
観
光

戦
略
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

策
定
の
背
景

　

近
年
、
自
然
や
体
験
、
地
元
住

民
と
の
交
流
を
目
的
に
市
を
訪
れ

る
観
光
客
が
増
え
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
の
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
を
中
心

と
し
た
観
光
客
の
呼
び
込
み
は
見

直
し
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
プ
ラ
ン
で

は
、
市
民
を
「
も
て
な
し
」
の
主

人
公
、
関
係
団
体
は
「
越
前
お
お

の
ブ
ラ
ン
ド
」
の
発
信
者
、
事
業

者
は
魅
力
あ
る
「
越
前
お
お
の
」

の
開
拓
者
、
行
政
は
プ
ラ
ン
実
行

の
エ
ン
ジ
ン
役
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
期
間
は
、
平
成
十
九
年

度
か
ら
二
十
三
年
度
ま
で
の
五
年

間
で
、
五
つ
の
基
本
戦
略
を
柱
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た

観
光
客
数
百
七
十
万
人
な
ど
、
項
目
ご

と
に
具
体
的
な
目
標
数
値
を
設
け

管
理
し
て
い
き
ま
す
。

最
高
の
素
材
前
面
に

　

人
情
味
あ
ふ
れ
る
市
民
の
気
質

は
、
観
光
客
が
触
れ
合
っ
て
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
最
高
の
素
材
で

す
。
関
係
団
体
は
も
ち
ろ
ん
、
市

民
も
含
め
た
市
全
体
で
「
も
て
な

し
の
心
」
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
ま
ち
な
か
の
商
店
に

観
光
地
図
を
置
く
ほ
か
、
市
民
が

率
先
し
て
観
光
案
内
を
し
た
り
、

沿
道
の
軒
先
に
季
節
の
花
を
飾
っ

た
り
し
て
観
光
客
へ
の
心
づ
か
い

が
温
か
く
感
じ
ら
れ
る
町
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
市
の
魅
力
を
新
聞

や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
を
活
用
し

て
、
県
内
外
に
親
切
で
わ
か
り
や
す
く

発
信
し
ま
す
。
市
職
員
自
ら

が
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
な
っ
て
「
越

前
お
お
の
ブ
ラ
ン
ド
」
の
宣
伝
活

動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

問
観
光
振
興
課
観
光
企
画
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
1
6
1
）

ボランティアガイドの観光案内

県
知
事
・
県
議
会
選
挙
結
果

　

任
期
満
了
に
伴
う
県
知
事
・
県

議
会
議
員
選
挙
が
四
月
八
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

即
日
開
票
の
結
果
、
県
知
事

に
は
西
川
一
誠
氏
（
無
所
属
・
6
1

歳
）
が
当
選
し
ま
し
た
。
ま
た

県
議
会
議
員
選
挙
の
大
野
市
選
挙

区
（
定
数
2
）
は
、
山
岸
猛
夫
氏

（
自
由
民
主
党
・
5
9
歳
）
と
山
田

庄
司
氏
（
自
由
民
主
党
・
7
0
歳
）

が
当
選
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
当
市
知
事
選
の
投
票
率

は
七
六
．
四
二
％
、
県
議
会
議
員

選
挙
大
野
市
選
挙
区
の
投
票
率
は

七
六
．
三
七
％
で
し
た
。

候補者別得票数

【知事】

当西川一誠322，604票

（内大野市分19，735票）

宇野邦弘58，486票

（内大野市分3，675票）

【県議会議員】

当山岸猛夫10，054票

当山田庄司8，542票

山崎利昭5，091票

選挙の記録

◎当日の有権者数

男14，814人女16，597人

計31，411人

〔知事選挙〕

◎投票者数と投票率

男11，288人（76．20％）

女12，717人（76．62％）

計24，005人（76．42％）

◎有効投票23，410票

◎無効投票594票

◎その他1票

〔県議会議員選挙〕

◎投票者数と投票率

男11，280人（76．14％）

女12，710人（76．58％）

計23，990人（76．37％）

◎有効投票23，687票

◎無効投票303票



分娩も安心

福
井
大
学
病
院
と
福
井
社
会
保
険
病
院
で
協
力
体
制
確
立

　

全
国
で
産
婦
人
科
医
師
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
奥
越
地
区
で
唯
一
、
分
娩
が
可

能
な
病
院
で
あ
っ
た
福
井
社
会
保
険
病
院
で
も
四
月
か
ら
分
娩
が
休
止
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
こ
れ
か
ら
出
産
を
迎
え
る
市
民
の
不
安
や
不
便
を
解
消
す
る
た
め
、

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
福
井
社
会
保
険
病
院
が
協
力
体
制
を
確
立
し
、
よ

り
高
度
な
産
婦
人
科
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

福井大学医学部附属病院

・分娩

・胎児精密検査（妊娠中期に一回）と分娩直前

の健診

・異常（腹痛、出血）があった場合の対応

・希望する場合、分娩後3－4日の急性期以後

の入院受け入れ

病院間で診療情報の共有

・社会保険病院受診と同時に、大学病

院でも診療録（カルテ）を作成

・両病院で診療方法を統一

福井社会保険病院

・外来診療

・異常（腹痛、出血）があった場合の対応

大
学
病
院
の
体
制
整
備

　

福
井
大
学
病
院
は
こ
れ
ま
で
重

症
妊
産
婦
を
対
象
と
し
た
診
療
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
協
力

体
制
整
備
に
よ
り
医
療
機
器
を
整

備
し
た
ほ
か
、
妊
婦
外
来
を
従
来

の
週
一
回
か
ら
、
平
日
の
午
後
に

毎
日
設
置
し
た
り
社
会
保
険
病
院

に
通
院
す
る
患
者
か
ら
の
突
発
的

な
連
絡
・
受
診
へ
の
対
応
を
行
っ

た
り
し
ま
す
。

診
療
情
報
の
共
有
な
ど

　

妊
娠
か
ら
出
産
後
ま
で
両
病
院

で
は
診
療
情
報
を
共
有
し
た
り
、

診
療
方
法
を
統
一
し
た
り
し
な
が

ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
そ
れ

ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
両
病
院
の

役
割
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
妊
娠
中

・
外
来
診
察
は
原
則
と
し

て社
会
保

険
病
院
で
行
う

・
胎
児
精
密
検
査
（
妊
娠
中
期
に

一
回
）
と
分
娩
直
前
の
健
診
は

福
井
大
学
病
院
で
行
う

▽
分
娩
は
大
学
病
院
で
行
う

▽
分
娩
後
三
－
四
日
の
急
性
期
は

福
井
大
学
病
院
で
以
後
は
福
井

社
会
保
険
病
院
に
転
院

※
異
常
（
腹
痛
、
出
血
）
な
ど
の

緊
急
の
場
合
、
福
井
社
会
保
険

病
院
で
対
応
す
る
ほ
か
、
福
井

大
学
病
院
で
も
常
時
受
け
入
れ

を
行
い
ま
す

　

な
お
市
内
の
産
婦
人
科
医
院
を

受
診
し
た
妊
婦
も
、
分
娩
は
大
学

病
院
や
福
井
市
内
の
産
婦
人
科
病

院
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
医

院
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課
保
健
医
務
係

（
T
E
L
6
5
・
7
3
3
3
）



市
の
人
事
異
動

　

四
月
一
日
付
け
で
、
総
勢
二
百

三
十
八
人
の
人
事
異
動
を
行
い
ま

し
た
（
退
職
八
人
、
消
防
本
部
二

十
九
人
含
む
）
。

　

内
訳
は
、
部
長
級
四
人
、
課
長

級
二
十
八
人
、
課
長
補
佐
級
三
十

六
人
、
係
長
級
四
十
一
人
、
主
査

級
五
十
九
人
、
主
事
級
三
十
四

人
、
業
務
職
員
二
十
八
人
で
、
う

ち
五
人
を
新
採
用
し
ま
し
た
。

部
長
級

【
市
長
部
局
】
▼
総
務
部
理
事

（
監
理
検
査
担
当
）
・
大
藤
喜
代

治
▼
和
泉
支
所
長
・
前
幸
雄
▼
会

計
管
理
者
会
計
課
長
事
務
取
扱
・

谷
秀
明

【
教
育
委
員
会
】
▽
教
育
委
員
会

事
務
局
長
・
谷
脇
一
治

課
長
級

【
市
長
部
局
】
▼
秘
書
政
策
局
▽

秘
書
課
長
・
金
子
正
義
▽
総
合
政

策
課
長
・
田
中
雄
一
郎
▼
総
務
部

▽
生
活
防
災
課
長
・
廣
瀬
吉
隆
▽

監
理
検
査
課
長
・
穴
田
吉
晴
▼
市

民
福
祉
部
▽
市
民
課
長
・
澤
田
み

ち
代
▽
環
境
衛
生
課
長
（
兼
）

浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
・
佐
々
木
清
一

▽
健
康
増
進
課
長
（
兼
）
保
健
セ

ン
タ
ー
所
長
・
篠
田
守
一
▽
和
泉

診
療
所
長
・
鶴
野
千
恵
▼
産
業
経

済
部
▽
産
業
政
策
課
長
・
藤
森
勉

▽
農
林
振
興
課
長
（
兼
）
農
業
委
員

会
事
務
局
長
（
兼
）
木
材
工
芸
品

加
工
施
設
館
長
・
石
田
光
義
▽
農

林
整
備
課
長
・
嶋
田
康
博
▽
商
工

振
興
課
長
（
兼
）
ふ
る
さ
と
公
園

サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
所
長
・

松
田
輝
治
▽
観
光
振
興
課
長
（
兼
）

産
業
文
化
展
示
館
長
・
中
山
継
男

▼
建
設
部
▽
幹
線
道
路
課
長
・
中

村
浩
一
▽
都
市
計
画
課
長
・
森
岡

清
信
▼
和
泉
支
所
▽
住
民
課
長
・

宮
下
隆
▽
振
興
課
長
・
道
岸
孝
治

【
教
育
委
員
会
】
▽
教
育
総
務
課

長
（
兼
）
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
・
江
波
庄
進
▽
社
会
教
育
課
長

（
兼
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
館

長
・
巻
寄
富
美
男
▽
文
化
課
長

（
兼
）
文
化
会
館
長
・
小
林
育
子
▽

ス
ポ
ー
ツ
課
長
（
兼
）
B
＆
G
海

洋
セ
ン
タ
ー
所
長
・
長
谷
川
幸
雄

【
消
防
本
部
】
▽
副
署
長
（
兼
）
消

防
訓
練
所
長
・
松
田
市
郎
▽
警
防

課
長
・
権
守
國
夫
▽
予
防
課
長
・

谷
口
利
和
▽
和
泉
分
遣
所
長
・
坂

下
佳
実
▽
通
信
指
令
室
長
・
山
田

守
雄
▽
総
務
課
長
・
小
林
進

【
県
へ
帰
任
】
▽
和
泉
診
療
所

長
・
村
寄
文
人
課
長
補
佐
級

【
市
長
部
局
】
▼
秘
書
政
策
局
▽

秘
書
課
課
長
補
佐
秘
書
係
長
事
務

取
扱
・
西
川
千
鶴
代
▽
総
合
政
策

課
課
長
補
佐
地
域
政
策
係
長
事
務

取
扱
・
斉
藤
清
英
▼
総
務
部
▽
総

務
課
課
長
補
佐
（
職
員
担
当
）
・

國
枝
勢
津
子
▽
総
務
課
課
長
補
佐

（
行
政
担
当
）
行
政
係
長
事
務
取

扱
・
中
村
吉
孝
▽
財
政
課
課
長
補

佐
（
管
財
担
当
）
管
財
係
長
事
務

取
扱
・
小
川
市
右
エ
門
▽
情
報
広

報
課
課
長
補
佐
広
報
広
聴
係
長
事

務
取
扱
・
山
元
信
子
▽
生
活
防
災

課
課
長
補
佐
・
櫻
井
早
苗
▽
監
理

検
査
課
課
長
補
佐
・
佐
子
重
夫
▼

市
民
福
祉
部
▽
市
民
課
課
長
補
佐

国
保
年
金
係
長
事
務
取
扱
・
山
田

一
郎
▽
環
境
衛
生
課
課
長
補
佐

（
兼
）
浄
化
セ
ン
タ
ー
次
長
・
大

久
保
雅
章
▽
健
康
増
進
課
課
長
補

佐
（
兼
）
保
健
セ
ン
タ
ー
次
長
保

健
医
務
係
長
事
務
取
扱
・
亀
井
宗

子
▽
社
会
福
祉
課
課
長
補
佐
（
社

会
福
祉
担
当
）
・
宮
越
剛
生
▽
荒

島
保
育
園
長
・
安
田
江
美
子
▽
和

泉
保
育
園
長
（
兼
）
和
泉
児
童

セ
ン
タ
ー
館
長
・
帰
山
つ
ゆ
子
▼
産

業
経
済
部
▽
産
業
政
策
課
課
長
補

佐
・
畑
中
六
太
郎
▽
農
林
振
興
課

課
長
補
佐
（
兼
）
農
業
委
員
会
事

務
局
次
長
・
清
水
啓
司
▽
農
林
整

備
課
課
長
補
佐
基
盤
整
備
係
長
事

務
取
扱
・
清
水
悦
朗
▽
商
工
振
興

課
課
長
補
佐
商
工
労
働
係
長
事
務

取
扱
・
永
田
由
美
子
▽
観
光
振
興

課
課
長
補
佐
施
設
係
長
事
務
取

扱
・
齊
藤
嘉
代
▼
建
設
部
▽
建
設

課
課
長
補
佐
・
朝
日
俊
雄
▽
幹
線

道
路
課
課
長
補
佐
幹
線
道
路
係
長

事
務
取
扱
・
前
田
伸
治
▽
都
市
計

画
課
課
長
補
佐
公
園
住
宅
係
長
事

務
取
扱
・
阿
部
継
一
▽
上
水
道
課

課
長
補
佐
業
務
係
長
事
務
取
扱
・

臼
井
一
▼
和
泉
支
所
▽
住
民
課
課

長
補
佐
総
務
係
長
事
務
取
扱
・
加

藤
正
幸

【
教
育
委
員
会
】
▽
教
育
総
務
課

課
長
補
佐
・
平
瀬
照
夫
▽
下
庄
公

民
館
長
・
岸
田
尚
悟
▽
上
庄
公
民

館
長
・
川
端
秀
和
▽
富
田
公
民
館

長
（
兼
）
五
箇
公
民
館
長
・
松
本

邦
章
▽
和
泉
公
民
館
長
（
兼
）
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
館
長
（
兼
）
農

林
業
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
館

長
・
谷
口
久
和

【
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
へ
派
遣
】
▽
田
中
一
郎
▽

山
村
英
幸

【
消
防
本
部
】
▽
総
務
課
課
長
補
佐

・
石
田
純
也
▽
総
務
課
課
長
補

佐
（
企
画
調
整
担
当
）
・
大
藤
利

一
▽
和
泉
分
遣
所
長
補
佐
・
高
野

清
彦
▽
和
泉
分
遣
所
長
補
佐
・
反

保
昭
雄
▽
予
防
課
課
長
補
佐
・
松

田
佳
生

新
採
用

【
市
長
部
局
】
▼
総
務
部
▽
税
務

課
・
道
鎭
郁
生
▼
市
民
福
祉
部
▽

市
民
課
・
廣
瀬
貴
宣
▽
環
境
衛
生

課
・
山
口
優
▽
健
康
増
進
課
・
禅

定
康
代
▽
社
会
福
祉
課
・
穴
田
遥

嘱
託
員
（
新
任
）

▽
児
童
館
館
長
・
橋
本
信
子
▽
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
・
山

内
武
雄退

職
者
（
三
月
三
十
一
日
付
）

【
一
般
職
】
▽
松
田
佳
子
（
荒
島

保
育
園
長
）
▽
松
田
つ
や
子
（
ス

ポ
ー
ツ
課
社
会
体
育
係
長
）
▽
宮

原
章
一
（
生
活
環
境
課
市
民
生
活

係
長
）
▽
清
水
清
隆
（
税
務
課
主

査
）
【
消
防
吏
員
】
▽
中
村
和
男
（
消

防
署
副
署
長
）

【
業
務
職
】
▽
小
林
ひ
な
子
（
小

山
小
学
校
）
▽
松
田
義
信
（
上
庄

小
学
校
）
▽
金
森
せ
つ
子
（
森
目

小
学
校
）

※4月号の記事に誤りがありましたので、おわびして訂正します。

・8ページ市史編さん室の所在地は文化会館内ではなく、図書館

（天神町2－4TEL65・5500）内でした。
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